
安全にご使用いただくために

◆ 安全を確保するために、本体の マークの部分については必ず

取扱説明書を参照して下さい。

◆ 本体に マークの付いている場合は高電圧（ＤＣ６５０Ｖ以上）が

出力されていますのでご注意下さい。

◆指定の動作電源（ＡＣ電源）でご使用下さい。

◆安全のため必ず接地して下さい。

◆２Ｐ－３Ｐ変換アダプターを使用するときは緑色のコードを接地してください。

◆使用する機器の入力電流に合った導体断面積のケーブルを使用して下さい。

◆ヒューズ交換の際は、必ず電源スイッチを切り。電源ケーブルを配電盤より外して行って下さい。

◆ヒューズ交換の際は、火災防止のため指定のヒューズをご使用下さい。

◆強制空冷の機種は空気取り入れ口と背面のファンモーター部分をふさがないで下さい。

周囲温度０～４０℃、湿度１０％～９０％、腐食性ガスのない室内で使用して下さい。

◆本体内部には高電圧を発生する部分があります。本体のカバーを取り外さないでください。

内部清掃のため本体のカバーを取り外すように取扱説明書に指示されている際は、必ず

電源スイッチを切り、電源ケーブルを配電盤・コンセントから外して作業を行って下さい。

◆振動のある場所では使用しないで下さい。

◆本品は専門家によって使用されるように設計されています。出力端子、または背面コントロール

端子に感電のおそれのある電圧が出力されている部分があります。ご注意下さい。

◆背面コントロール端子を使用する際は、電源スイッチを切ってから結線して下さい。

また本書の《注意》を守って下さい。

◆端子用安全カバーは必ず取り付けて下さい。

◆直流電源で直列制御方式の回路を使用している機種は、内部のトランジスターが破損すると

過電圧が出力される場合があります。過電圧防止機能のない機種は過電圧防止アダプターを使用す

ることで過電圧の発生をごく短時間におさえることが出来ます。詳細についてはご相談下さい。

◆AA/F シリーズで出力電圧を１２５V 以上の設定をした場合は AC アウトレット（コンセント）を
使用しないで下さい。



本取扱説明書は基本編（§１概説～§４外観寸法図）と応用編（§５背面コントロール端子の

使い方～§７使用法の応用）の２部構成となっております。

基本編では、本器を単独動作させるのに必要な基本操作について説明してあります。

応用編では、背面コントロール端子を利用して、本器の外部抵抗・電圧コントロール、デジタ

ルプログラム、各種システム化等について説明してあります。

基本、応用両編をご理解の上、本器を十分にご利用ください。

〔　御　注　意　〕

１．本器の出力には OVP用 SCRが接続されています。
出力端子に立ち上がりの速い電圧が負荷からバックされますと、

ＳＣＲが誤動作して、単独でＯＮしてしまいますので、次のような負荷の場合、ＳＣＲを

取り外さなければなりませんのでご注意ください。

　　例）バッテリー

　　　　　　　　　　　　　　　充電されたものを接続する時

　　　　コンデンサー

　　イグニッション

　　インバータ

２．ＧＮＤ端子を接地してから、本装置を使用してください。

電源入力端子や、ＧＮＤ端子にケーブルを接続する場合は、必ず配電盤の電源を切って下

さい。
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§１．概説

本ＧＰ－Ｒシリーズは、高精度・高信頼性として長い実績のある安定化直流電源です。

各種の機器の電源装置として対応できるように小容量から大容量まで数多くの機種が標準製品と

してシリーズ化されています。

ＧＰ電源に内蔵の定電圧・定電流自動切換え機能（オートマチックＶＣリミッター）は各々独立

したＯＰアンプを有し、高精度とスムーズな切換があいまって定電圧および定電流両用の直流電

源として使用できると共に、接続機器と電源の双方に対する保護がされています。

また、ＧＰ電源を直列・並列に接続して出力電圧・電流の倍増を行ったとき便利なマスタ・スレ

ーブコントロール、接続機器と電源をはなして使用した場合のラインドロップをおぎなうリモー

トエラー・センシング、外部信号によって電源の出力をコントロールするためのリモートプログ

ラミングも可能です。
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形状　PM(GP025-5、GP050-2)



－3－

形状　PM(GP060-5は除く)
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形状　P, PM(GP060-5)



形状　V
－5－
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形状　N



－7－

形状　G



－8－

形状　K,KL



－9－

形状　Ｈ



－10－

形状　Ｊ



）
形状　J(GP08-1000R,GP035-300R,GP060-200R,GP060-300Rに適用
－11－
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§２．御使用前に注意して頂きたいこと

１．本機の規定入力電圧以上のＡＣ入力を加えますと破損の原因となります。かならず規格を確

認のうえ接続して下さい。

２．前面と背面の両方に出力端子のある機種（ＰＭ，Ｐ，Ｖ，Ｎ，Ｇ各形状）は出力を接地する

とき、前面と背面の接地極性を合わせて下さい。逆にしますと出力がショート状態になりま

すのでご注意下さい。

３．本機の上に物を置いたり、周囲を囲まないで下さい。また、周囲温度が４０℃以上の場所で

使用しないで下さい。

４．背面の表示銘板通り、ジャンパコードが接続されているか確認して下さい。ビスがゆるんで

いたり、外れたまま過負荷や出力ショートになると本機が破損します。

５．ほこり、腐食性ガス等が多い場所での使用は避けて下さい。やむおえずそのような場所で使

用の際は別室に本機を設置して下さい。

また、出力電圧安定度が問題になる場合は、リモート・センシング（応用編参照）を行って

下さい。

６．ＩＣ等のように過電圧で破損のおそれのある負荷を接続する場合、過電圧保護装置（オプシ

ョンまたはＲ仕様）の併用をおすすめします。

７．ＳＣＲ　ＯＮ／ＯＦＦスイッチ

Ｒ仕様にはＳＣＲ　ＯＮ／ＯＦＦスイッチがあります（出荷時はＯＦＦ）これは過電圧動作

時に出力をショートするサイリスタのＯＮ／ＯＦＦ用のスイッチです。次のように

１．負荷をショートしたくない時

２．並列接続にして使用する時

の場合はスイッチをＯＦＦにして使用ください。

８．配線について

形状：Ｖ，Ｎ，Ｇ，Ｋ，ＫＤ，ＫＬ，Ｈ，Ｊの電源本体には入力コードはついておりません

ので了承願います。

接続コードの先は配電盤またはカバースイッチなどの電気容量の充分にあるものに接続して

下さい。電気容量の少ないものに接続しますと、発熱、故障の原因になりますから、テーブ

ルタップなどへの使用は避けてください。
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入・出力の配線は下記のものを推奨いたします。

公称断面積（mm2） 推奨電流（Ａ） 公称断面積（mm2） 推奨電流（Ａ）

　　　２ １０ 　　　２２ 　　８０

　　　５．５ ２０ 　　　３８ 　１００

　　　８ ３０ 　　　８０ 　２００

　　　１４ ５０

９．形状ＰＭ，Ｐで自然空冷の電源を架に実装し、

機器間が密になるときファンアダプター

（ＧＭ－ｆ）を使用して冷却をして下さい。

（工場オプション）
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§３．使用法

本機は定電圧・定電流両用の直流電源です。

通常の定電圧動作に加えて、負荷抵抗が動作中に変化しても常に一定の電流を必要とする負荷の

ための定電流電源として使用することもできます。

１．定電圧電源として使用する場合

（１）本機の交流入力電圧を仕様・規格表で確認のうえ接続して下さい。

入力コードが付属していない機種であれば同様に入力最大電力を確認してそれに見合った容量の

ケーブルを使用してください。

（２）下記２機種は出力が２レンジ切り換えとなっています。

本機がこの機種にあたるならば、必要な出力レンジに切り替えてください。

　　　　ＧＰ０２５－５　　０～１０Ｖ　０～５Ａ　または　０～２５Ｖ　０～２．５Ａ

　　　　ＧＰ０５０－２　　０～２５Ｖ　０～２Ａ　または　０～５０Ｖ　０～１Ａ

ＧＰ０２５－５，ＧＰ０５０－２のような出力レンジ切り換スイッチ付きの機種は低い電

圧レンジに切り替えた場合、軽負荷のとき出力電圧が最大定格値よりさらに大きく使用で

きます。例えば、ＧＰ０５０－２では２５Ｖ、２Ａの位置でも軽負荷なら２５Ｖ以上の電

圧を出すことができます。この最大値は入力電圧および負荷の状態で異なりますが、３０

Ｖでは約１．５Ａの電流まで安定に出すことができます。

（３）定電流可変ツマミ（ＣＯＮＳＴ．ＣＵＲＲ）を時計方向いっぱい、定電圧可変ツマミ（Ｃ

ＯＮＳＴ．ＶＯＬＴ）を反時計方向いっぱいに回してください。

（４）電源スイッチをＯＮにし、定電圧可変ツマミを時計方向に回すと出力電圧が上昇します。

必要な電圧にセットして下さい。

全機種ポテンションメータ（１０回転可変抵抗器）を使用しています。

（５）一度電源スイッチをＯＦＦにした後、負荷を本機の出力端子に確実に接続して下さい。出

力端子（＋）、（－）はフレームから浮いていますので任意設置が可能です。一方の出力端

子をＧＮＤ端子（フレームグランド）に接続し、その上でアース（接地）してください。

（６）再び電源スイッチをＯＮにしますと、定電圧表示ランプ（ＣＶ）が点灯して、必要な電圧

が出力されます。

（７）負荷がショートもしくは過電流状態になると、定格最大出力電流値で定電流となり、負荷

の内部インピーダンスの低下に比例して出力電圧が下がり過電流を防止します。負荷が正

常に戻ると定電圧に自動復帰します。

ＧＰ０５０－２、ＧＰ０２５－５の定電流設定値は出力レンジ切り換えスイッチと連動し

ています。

ＧＰ０５０－２を例に取れば、このスイッチが０～２５Ｖ、２Ａの位置でセットした電流

の設定
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値はスイッチを０～５０Ｖ、１Ａにすると自動的に１／２の状態に設定されます。

ただし、出力電圧計・電流計のフルスケールはそれぞれ５０Ｖ、２Ａとなっています。

さらに過電流に対して注意が必要な負荷については、本機の出力端子をショートして、定

電流可変ツマミを回して希望する電流値にあらかじめセットした後に接続して下ください。

また、Ｒ仕様の機種は無負荷状態で、前面のプリセットスイッチを押しながら定電流可変

ツマミを回すことで定電流をプリセットできます。

定電流値は電流計に指示され、その値が過電流防止設定点となります。

（８）本機の最小出力（定電圧可変ツマミが反時計方向いっぱいの時、もしくは背面コントロー

ル端子に④－⑪間ショートの時、および出力電圧、電流がセットした値まで立ち上がる瞬

間）は数１０ｍＶ以上の電圧が出力端子の表示とは逆極性で出力されます。逆極性電圧を

加えると破損の恐れがある負荷については、必ず出力極性を確認の後に接続して下さい。

２．定電流電源として使用する場合

（１）電圧の項と同様に交流入力電圧、容量の確認をして下さい。出力レンジ切換がある機種に

ついては必要とするレンジに切り替えてください。

（２）定電圧可変ツマミ（ＣＯＮＳＴ．ＶＯＬＴ）を時計方向いっぱいに、定電流可変ツマミ（Ｃ

ＯＮＳＴ．ＣＵＲＲ）を反時計方向いっぱいに回して下さい。

（３）負荷を本機の出力端子に確実に接続してください。通常は出力端子（＋）、（－）の一方を

ＧＮＤ端子（フレームグランド）に接続し、その上でアース（接地）してください。

（４）電源スイッチをＯＮにして下さい。

定電流表示ランプ（ＣＣ）が点灯しますので、定電流可変ツマミを時計方向に回して、必

要な電流にセットしてください。

形状：Ｖ，Ｎ，Ｇ，Ｋ，ＫＤ，ＫＬ，Ｈ，Ｊは、ポテンションメータ（１０回転可変抵抗

器）を使用しています。

（５）定電流動作中に負荷抵抗値が上昇した場合、その抵抗値に比例して出力電圧も上昇します

ので過電圧保護を必要とする負荷は、接続前に定電圧可変ツマミで出力電圧をあらかじめ

セットして下さい。

これで負荷抵抗値と定電流値の積がセットされた定電圧を超える時点で定電圧動作に自動

的に切り替わり、負荷に過電圧が加わるのを防止します。

ＧＰ０５０－２，ＧＰ０２５－５の定電流設定値は出力レンジ切り替えスイッチと連動し

ています。すなわち、ＧＰ０５０－２を例にとれば、スイッチが０～２５Ｖ、２Ａの位置

でセットした定電流の設定値は、スイッチを０～５０Ｖ，１Ａにすると自動的に１／２の

状態に設定されます。
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３．過電圧防止装置および定電流プリセットの使用方法　Ｒシリーズ

Ｒシリーズには負荷を保護するため、高速で出力を短絡し、ＡＣ入力をＯＦＦする過電圧保

護回路と出力電流値を設定する回路（プリセット）が装備されています。

（１）定電流の設定

ＡＣ入力スイッチをＯＮにし、ＰＲＥＳＥＴの押しボタンスイッチを押しますと、

ＣＯＮＳＴ．ＣＵＲＲのツマミにて設定したい値が出力電流計に指示されます。押しボタン

スイッチをはなしますと、電流計は出力電流（負荷電流）を指示します。

（２）過電圧保護回路の設定および動作

ＶＰ　ADJを時計方向いっぱいに回してＡＣ入力スイッチをＯＮにして下さい。次に
ＰＲＥＳＥＴの押しボタンを押しますと、ＶＰ　ＡＤＪで設定した値が出力電圧計に指示

されますのでＶＰ　ＡＤＪで任意の過電圧防止点に設定してください。押しボタンスイッ

チをはなしますと電圧計は出力電圧を指示します。

出力電圧設定値と過電圧保護設定値をあまり近接させますと外部ノイズで誤動作する場合

がありますので過電圧保護設定値の方を約０．５Ｖ以上高く設定して下さい。

過電圧設定電圧点で保護回路が動作しますと、出力回路はＳＣＲによって約５０μｓｅｃ

以内で短絡されるとともにＡＣ入力スイッチをＯＦＦにします。再投入は５秒以上お待ち

下さい。
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§４．保守・点検

いつまでも初期の性能を保ちさらに不測の事故を事前に防ぐために、一定期間毎に点検をお願い

します。

１．カバー、パネル面

薄めた中性洗剤かアルコールを布につけ軽くふき取りして、からぶきして下さい。

２．内部

電源コードを抜き、カバーを外してエアーガンや電気掃除機を利用して埃を取り除いて下さ

い。

３．絶縁抵抗を測定して下さい。

４．異常音がしないか。

ファンモーターの寿命は、４０℃で約　４０，０００時間です。

５．ヒューズを交換する時はＡＣ入力スイッチを必ずＯＦＦにして下さい。
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§５．外形寸法図
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応　用　編
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§６．背面コントロール端子の使い方

１．端子の機能について

ＧＰシリーズ電源の背面には上図に示されたコントロール端子が設けてあります。この端子

を利用して、リモートセンシング、出力電圧及び出力電流のリモートコントロール、電源の

直、並列接続時のマスタースレーブコントロールまたは専用アダプターを併用してのデジタ

ルプログラミングＧＰ－ＩＢシステム化が可能です。

２．必ず守って頂きたいこと

（１）端子に結線するときは、必ず電源スイッチを切ってから行って下さい。

（２）端子での操作が終わった後は、必ずジャンパー線を端子の上の表示銘板通りに元にも

どしてください。

・①－②間、③－④間、⑫－⑬間のジャンパー線が外れていますと出力電圧が出ませ

ん。

・⑥－⑦間のジャンパー線が外れたまま電源スイッチを入れますと、出力電圧のコン

トロールができず、フルスケール以上に電圧が瞬時に上昇します。

・⑩－⑪間のジャンパー線が外れた状態で、過負荷や出力ショートになると、定電流

動作に切替わらず、本機が破損します。

（３）Ｐ．２４，Ｐ．２５，Ｐ．２７のリップル圧縮用コンデンサー及びＰ．２７のＲｖは

必ず配線し、御使用ください。
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３．リモートセンシングする場合

電源から負荷が離れているとき、または出力端子の接触抵抗の影響を除く場合にリモートセ

ンシングを行います。

この様な場合、出力端子と負荷間の接触ラインの内部抵抗が、出力電流の増大に比例して影

響し電圧降下が発生します。この電圧降下を取り除き、出力端子での本来の安定度を補償す

るためには、図の様に背面コントロール端子③－④間、⑥－⑦間のジャンパー線をはずし、

③を負荷端の＋側に、⑦を負荷端の－側に接続して下さい。

この場合、センシング・ラインにはペア・シールド線と使用して下さい。端子⑥－⑧間に１

～３μＦのリップル圧縮用コンデンサーを入れて下さい。コンデンサーの耐圧は電源の最大

出力電圧以上の、余裕のある物を選んで下さい。特に高電圧の機種に対してはフイルムもし

くはオイルペーパ等のリークの少ないコンデンサを使用して下さい。

電源と負荷間が相当に離れている場合もしくは機種によって前面出力端子に出力ラインを接

続した場合に発振を起こすことがあります。もし発振する様ならば、負荷端に並列に数百μ

Ｆ以上のコンデンサーを入れるか、もしくは端子③－④間、⑥－⑦間に０．１μＦ～０．５

μＦのコンデンサーを入れて下さい。

◎Ｃ　リップル圧縮用コンデンサー（耐圧は電源の最大出力電圧以上で余裕のある物）

＊発振する場合に入れるコンデンサー

・電圧降下は約２Ｖまで補償できます。

《注意》

リモートセンシング回路は、オープンにならないように注意してください。
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４．出力電圧をリモートコントロールする場合

ａ－（１）抵抗によるリモートコントロール

次図に示す様に⑥ー⑦間のジャンパー線を外し、⑥－⑧間に可変抵抗器を接続すると、この

抵抗値に比例した出力電圧のコントロールができます。

出力電圧Ｅｏは⑥－⑧間に接続した抵抗Ｒｖ２に正確に比例します。ただし比例係数は５０

０Ωあたり１Ｖとなっていますが、±１０％程度の偏差があります。

またリップル及び発振止めとして、⑥－⑧間に１～３μＦのコンデンサーを入れて下さい。

（耐電圧は電源の最大出力電圧以上で余裕のある物を選んでください。）

《注意》

１．出力を定格最大電圧以上にあげないで下さい。Ｒｖ２を無限大にすると危険です。

２．前面の定電圧可変ツマミを時計方向いっぱいに回しておきます。

３．出力電圧が１００Ｖ以上の機種の場合、Ｒｖ２を急に０（反時計方向いっぱい）にしま

すと、Ｒｖ２が切れることがあります。

４．Ｒｖ２に適正な抵抗値のものが入手出来ない場合、次のａ－（２）項を併用し、①－⑧

間に抵抗Ｒｖ１を入れフルスケール調整をして下さい。

ａ－（２）抵抗によるリモートコントロール

図に示すように①－②間のジャンパー線を外し、①－⑧間に可変抵抗器Ｒｖ１を接続すると、

その抵抗値に反比例した出力電圧のコントロールが出来ます。出力電圧Ｅｏは正確にＲｖ１

に反比例し、そのときの出力電圧Ｅｏ＝Ｅｓ・Ｒｖ２／Ｒｖ１となります。Ｅｓは内蔵の基

準電圧、約８．５Ｖ、Ｒｖ２は内蔵の抵抗器で機種によって異なりますが、目安としてはＲ

ｖ２≒定格最大出力電圧／２ｍＡとなります。

例えばＧＰ０２５－５の抵抗器は、２５／０．００２＝１２．５ｋΩとなります。また、内

部抵抗器の代わりに⑥－⑦間ジャンパー線をはずしてＲｖ２を入れるａ－（１）項の方法と併

用することも出来ます。Ｒｖ１を①－②間につないだ場合はＲｖ１に直列に内部抵抗約４．２

５ｋΩが入ります。
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《注意》

１．出力を定格最大電圧以上に上げないで下さい。

２．前面の定電圧可変ツマミを時計方向いっぱいに回しておきます。

ｂ－（１）外部電圧によるリモートコントロール

図に示すようにジャンパー線①－②を外し、外部電圧Ｖｒを入れるとこの電圧に比例した出

力電圧のコントロールができます。またａ－（１）（２）項と組み合わせて、出力電圧Ｅｏ

＝Ｖｒ・Ｒｖ２／Ｒｖ１を取り出すことも出来ます。外部基準電源の電流容量は約２ｍＡ以

上必要です。

・Ｖｒ≒８．５Ｖで定格最大出力電圧になります。

＊Ｖｒを０～１０Ｖで可変する時Ｒｖ≒２ｋΩを接続し出力電圧のフルスケールを調整してく

ださい。
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《注意》

１．出力を定格最大電圧以上に上げないで下さい。Ｒｖ２を無限大にすると危険です。

２．前面の定電圧可変ツマミでの出力電圧コントロールは不能となります。

３．ＶR の（－）と電源出力の（＋）は内部で接続されていますので、フローティングにて
使用ください。

ｂ－（２）外部電圧によるリモートコントロール

図に示すように①－②、⑥－⑦間のジャンパー線を外し、⑥－⑧間に電圧Ｅｓ’を入力する

と、Ｅｓ’と同じ値の出力電圧を取り出すことが出来ます。外部基準電源の電流容量は、電

源本体が動作中には数μＡですが、本体ＯＦＦの状態では過大な電流が流れることがありま

すので、あらかじめＥｓ’に直列に保護抵抗Ｒｖ（５ｋΩ以上）を入れておいて下さい。

＊リップル圧縮用コンデンサー１～３μＦ（耐圧は電源の最大出力電圧以上で余裕のあるも

の）

《注意》

（１）出力を電源の定格最大電圧以上に上げないで下さい。

（２）前面の定電圧可変ツマミによる出力電圧コントロールは不能となります。
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５．リモートセンシングと出力電圧のリモートコントロールの併用

＊リップル圧縮用コンデンサー１～３μＦ（耐圧は電源の最大出力電圧以上で余裕のあるも

の）なお、定数及び注意されている点は、３．及び４．ａ－（１）（２）、ｂ－（１）（２）

と同じですので参照ください。

６．リモートコントロールの応用（電圧）

ａ．電圧の微調整が出来ます。

出力電圧の微調整を行う場合は４．ａ－（１）（２）と同様ですが、外付の抵抗を直列に接

続して分解能を上げて微調整を行うことも出来ます。ジャンパー線⑥－⑦を外し、この間に

ポテンションメーター等を入れますと、内部のＲｖ２に直列に外付の抵抗が入ったことにな

り、この抵抗の１Ωあたり約２ｍＶの微調整を行うことが出来ます。

また、①－②間ジャンパー線を外し、この間に抵抗を入れると１Ωあたり最大出力電圧値の

約０．０２３％の微調整ができます。この他定電圧設定ツマミの分解能を上げたい場合には

４．ａ（１）に示すようにＲｖ２をポテンションメーター等の分解度の高い抵抗を使用すれ

ば０～フルスケールまで高い設定精度が得られます。（出力電圧は０Ｖ～可変出来るように、

定電圧設定抵抗最小の状態で出力電圧は、マイナス数１００ｍＶになっています）

ｂ．外付抵抗及び外部電圧で出力電圧をプログラム出来ます。

４．ａ－（１）（２）、ｂ－（１）（２）の各項を任意に組合せてＲｖ１・Ｒｖ２・ＶR の値を
あらかじめセットして、これらの値をスイッチ等で切換えて行くと、プログラムされた出力

電圧が取り出せます。ただしここで注意が必要なことは、Ｒｖ２の切換時にＲｖ２と電源と

の接続が一瞬オープンとなり、Ｒｖ２＝∞になりますと、出力に過大電圧が飛び出します。

これを防止するためには、切換時にスイッチの接点がお互いにショートしながら切換わるタ

イプのものを使用してください。



－29－

ｃ．メーターより高い精度で出力電圧を設定できます。

４．ａ－（１）（２）項を組み合わせてジャンパー線①－②間、⑥－⑦間を外し、①－⑧間

にＲｖ１、⑥－⑧間にＲｖ２を入れます。

このときの出力電圧Ｅｏ＝Ｅｓ・Ｒｖ２／Ｒｖ１となり、ここでＲｖ２をディケード抵抗器

等の精密抵抗にすれば、その抵抗器の精度で出力電圧設定が出来ます。

（Ｅｓ：約８．５Ｖ、Ｒｖ１：３～６ｋΩとする）

ｄ．外部変調ができます。

電源のリップルが負荷にどの程度影響を与えるかを試験したい場合、本来非常に低いリップ

ル電圧であるＧＰ電源に、外部変調をかけて出力電圧にリップルを重畳させることが出来ま

す。ジャンパー線①－②間を外して、この間に外部交流信号（２Ｖｐ－ｐ以下）を接続しま

すと、この信号で変調された直流出力を得ることが出来ます。このとき、出力電圧に重畳さ

れたリップルは直流出力電圧に対して外部交流電圧１ｍＶあたり０．０１２％となります。

なおここに使用する外部直流電源には直流抵抗の低い物を使用して下さい。これは内部基準

電圧にシリーズに外部交流電源が接続される形になりますので、直流抵抗１Ωあたり約０．

０２３％だけ出力電圧が低下することになります。

７．定電流をリモートコントロールする場合

ａ－（１）抵抗によるリモートコントロール

次図に示すようにジャンパー線⑩－⑪間を外し、この間に可変抵抗器Ｒｃを接続すると、

この抵抗値に比例した定電流のコントロールができます。抵抗値は最大５００Ωとして、

この値はＧＰシリーズ電源すべて共通となります。

但し、外付抵抗Ｒｃは内蔵の定電流設定の可変抵抗器に直列に入った形になりますので、

この場合、必ず前面パネルの定電流可変ツマミを反時計方向いっぱいに回しておいて下

さい。

（⑩－⑪間のジャンパー線を外す。前面定電流可変ツマミは反時計方向にいっぱいに回して

おきます。）

《注意》Ｉｏが電源の最大定格値を超える値になると、本機を破損することがあります。
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ａ－（２）抵抗によるリモートコントロール

次図に示すようにジャンパー線⑩－⑪間を外し、⑪－⑭間にＲｃを接続しますとこの抵抗値

に比例した定電流のコントロールが出来ます。抵抗値は最大５００Ωとして、この値はＧＰ

シリーズ電源すべて共通となります。この場合は、前面の定電流可変ツマミによる出力電流

コントロールは不能になります。　　　　　　（⑩－⑪間のジャンパー線を外す。）

ｂ．外部電圧によるリモートコントロール

次図に示すようにジャンパー線⑫－⑬間をはずし、外部電圧Ｖｃを入れるとこの電圧に比例

した出力電流のコントロールが出来ます。

《注意》

（１）出力を定格最大電流以上に上げないで下さい。

（２）前面の定電流可変ツマミを時計方向いっぱいに回しておきます。

ただし、Ｖｃ＝０～１０Ｖにした時はＲｃ２にて最大出力電流を調整して下さい。

（３）Ｖｃの（－）と電源出力の（＋）は内部で接続されていますのでフローティング

にて使用ください。

８．リモートコントロールの応用（電流）

ａ．電流の微調整ができます。

出力電流の微調整を行う場合は、⑩－⑪間のショートバーを外し、この間にポテンショ

ンメーター等を入れますと前面定電流設定の可変抵抗に直列に外付の抵抗が入ったこと

になり、この抵抗の１Ωあたり最大出力電流の約０．２％の微調整を行うことが出来ま

す。
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９．微少な定電流を高安定に取り出す場合

ＧＰシリーズ電源から微少な定電流出力を規格の安定度よりさらに精度を上げて取り出した

い場合、電源出力に並列に入っている出力電圧計及びエラー・アンプ（定電圧用）の検出電

流の比率が微少な定電流出力と比較したとき高くなり、負荷変動率を悪化させます。しかも

安定度の＋１０　[ｍＡ]が大きな割合を占めていますので、定電流値が小さくなればなるほ
ど満足な安定度が得られません。そこで次図に示すように外部電流検出抵抗Ｒｓを付加し、

定電圧用のエラー・アンプを用いてこのＲｓのドロップ電圧を安定化します。このとき定電

流安定度は約０．０５％＋１０／Ｒｓ　[ｍＡ]となり、Ｒｓを大きくとると微少な電流でも
安定度の高い定電流電源として使うことが出来ます。

但しＲｓは最大出力電流時に約１Ｖのドロップ電圧になるように抵抗値を設定して下さい。

例えば、１０ｍＡ出力であればＲｓ：１００Ωとなります。

そして⑥－⑦間ジャンパー線を外し、定電流コントロール用可変抵抗器Ｒｃ２を⑧とＲｓの

負荷側に入れます。

定電流出力はこのＲｃ２に正確に比例します。

ただ前面の定電流ツマミを時計方向いっぱいに回しておきます。

図中の実線の場合、出力電流Ｉｏ≒　　　　　　　＋２×１０－３　[Ａ]

点線で示したようにＲｃ１を入れて①－②間のジャンパー線を外した場合、

出力電流Ｉｏ≒　　　　　　　・　　　　　　　　＋　　　　　　　　[Ａ]となります。

（ただし、Ｒｃ１≧３ｋΩ、Ｉｏ≦定格電流、Ｅｓ≒８．５Ｖ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｃ：回路が発信する場合

Ｒｃ２≦５００Ω　　　　　　　　　　　　　　　　　に入れる数μＦのコンデンサー

ＩｏＲｓ≦１Ｖ　　　　　　　　　　　　　　　　Ｄ：電圧制御用ツェナーダイオード

実線の場合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（過電圧保護の必要なときに入れる）

　

＊　Ｉｏ≒　　　　　　　　＋２×１０－３　[Ａ]

Ｒｃ１を入れて①－②間のジャンパー線を外した場合

＊　Ｉｏ≒　　　　　　　　＋　　　　　　　　　[Ａ]

（ただし、Ｒｃ１≧３ｋΩ、Ｉｏ≦定格電流、Ｅｓ≒８．５Ｖ）

＊Ｒｓは最大出力電流値で約１Ｖの電圧降下が有るように選んで下さい。例えば、１０ｍＡ

で使用の場合、１００Ωが最適です。

＊出力電流が２ｍＡ以下の場合はＲｓを外し、Ｒｃ２を０にするとＲｃ１だけで数μＡまで

出せます。

Ｒｃ２

５００Ｒｓ

Ｒｃ２
Ｒｓ

Ｅｓ

Ｒｃ１

Ｅｓ

Ｒｃ１

Ｒｃ２Ｅｓ

ＲｓＲｃ１

Ｒｃ２

５００Ｒｓ

Ｅｓ

Ｒｃ１
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《注意》

この結線では、定電圧用のエラー・アンプを定電流動作に用いる為、定電圧電源として働

きません。

点線で結んだようにツェナー・ダイオードを⑧と出力端子（－）側または⑥に入れると、

このダイオードの降状電圧の点で出力電圧は定電圧となり過電圧を防ぎます。

１０．マスター・スレーブコントロールをする場合

直列または並列に接続した電源の中の一台（マスター）で他（スレーブ）の全ての電源出力

をコントロールできます。

ａ．直列接続（電圧倍増）

この場合の出力電圧は各電源の出力電圧の総和となります。次図に示すようにバランス

抵抗Ｒ１，Ｒ２，Ｒ３，Ｒ４を同じ値に取りますと、マスター電源の定電圧・定電流ツマ

ミで全てのスレーブ電源の定電圧・定電流出力のコントロールが出来ます。

総合出力電圧および各電源の出力電圧とバランス抵抗の関係は次の様になります。

Ｅｏ＝Ｅ１＋Ｅ２＋Ｅ３，　Ｅ２＝　　　　Ｅ１，　　Ｅ３＝　　　　　Ｅ２

すなわち

Ｅｏ＝Ｅ１＋　　　　　（Ｒ２＋　　　　　　　）

　　　Ｒ１＝Ｒ２＝Ｒ３＝Ｒ４のとき

　　Ｅｏ＝３Ｅ１

図に示すようにマスター電源をＮｏ１，スレーブ電源をＮｏ．２、Ｎｏ．３とします。

Ｎｏ．１の背面コントロール端子のジャンパー線は、そのままで、Ｎｏ．２、Ｎｏ３は

①－②、⑥－⑦間のジャンパー線を外し、⑧をバランス抵抗Ｒ１，Ｒ２及びＲ３，Ｒ４の

各中点に接続します。

各電源の出力ラインの接続は、前面出力端子または大容量電源（図中点線）の場合は背

面出力端子となります。

Ｒ２

Ｒ１

Ｒ４

Ｒ３

Ｅ１

Ｒ１

Ｒ２Ｒ４

Ｒ３
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Ｎｏ．１のジャンパー線はそのまま、Ｎｏ２，Ｎｏ３は端子板の①－②、⑥－⑦間のジ

ャンパー線を外す。

《注意》

１．各バランス抵抗には各電源出力電圧と同じ電圧がかかります。耐圧、容量にご注意

ください。

２．各バランス抵抗値はＲ１＝Ｅ１（ｍａｘ）÷１０－３　で選ぶのが最適です。

　（Ｒ２，Ｒ３，Ｒ４も同様）

３．図中の点線は前面端子の無い大容量電源の背面出力端子の接続を示します。

４．スレーブ電源の定電流可変ツマミは全て時計方向いっぱいにします。（定電圧ツマ

ミでの電圧可変は出来ません。）

＊Ｃ１，Ｃ２：１～３μＦ（外付リップル圧縮用コンデンサー）の耐圧は、各電源の最

大出力電圧以上を選んで下さい。

５．各電源の出力電圧の総合が６５０Ｖまで継続できます。
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ｂ．並列接続（電流倍増）

この場合、出力電流は各電源の出力電流の総和となります。

図に示すようにマスター電源をＮｏ．１、スレーブ電源をＮｏ．２，Ｎｏ．３とします。

Ｎｏ．１の背面コントロール端子のジャンパー線はそのままで、Ｎｏ．２、Ｎｏ．３は

⑩－⑪間のジャンパー線を外し各端子⑪をマスター電源の端子⑨に接続します。

すべての定電圧・定電流出力はＮｏ．１のマスター電源でコントロールできます。

ジャンパー線はそのまま　Ｎｏ．２，Ｎｏ．３は端子板の⑩－⑪間のジャンパー線を外す。

《注意》

（１）図中の点線は前面端子の無い大容量電源の背面出力端子の接続を示します。

（２）Ｒ仕様の機種は背面のＳＣＲ　ＯＮ／ＯＦＦ　スイッチをＯＦＦにしてください。

（３）各電源の出力の配線は太い線材でしかも短くしてください。



－35－

§７．安定度を損なう特殊な負荷があります。

抵抗負荷では安定度がよくても特殊な負荷を使用した場合に安定度（特に負荷変動特性）が

悪くなる場合があります。この現象は、次のような負荷を使用した場合によく起きます。入

力側にフィルターの入っていないＤＣ－ＤＣコンバータやＤＣ－ＡＣインバーター・接点間

にコンデンサーの入った開閉器でリアクタンスを高速で開閉するような負荷などで、負荷の

内部で電圧を発生し、この電圧が本機の出力電圧以上になった場合、本機には逆電流が流れ

て出力電圧が設定値以上に上昇します。この現象は、バッテリー電源や並列制御形の安定化

電源のような特別な例を除いてほとんど全ての電源で起きる共通の問題です。これは安定電

源に限らず、単なる整流電源でもダイオードやトランジスタなどのような一方向にだけ電流

を流す素子を回路に直列に使用しているため、逆方向に電流が流れる場合には正常な動作を

しません。本機には、このような逆流が流れても装置を破損しないように特別な回路を使用

していますので安心して使用できます。もし、逆電流が多すぎて出力電圧の安定度が低下す

る場合は本機の出力端子にダミー抵抗を付加して、これに流す電流を逆電流のせん頭値以上

になるようにすると、逆電流はすべてこのダミー抵抗に流れ、出力電圧は抵抗負荷の場合と

同じになります。また、逆電流の流れる時間が短い場合は、本機の出力端子に並列に逆電流

を吸収するコンデンサーを付加するだけで出力電圧は安定になります。
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§８．その他の応用例

１．少容量の外部接点信号で電源出力をＯＮ／ＯＦＦする

背面コントロール端子④－⑪間に小形のスイッチまたはリレー等の接点信号を入れますと、

大出力容量の電源出力でもＯＮ／ＯＦＦができます。接点容量は５ｍＡ（１０ＶＤＣ）あれ

ば充分です。接点オープンで電源出力ＯＮ，接点ショートで出力ＯＦＦとなります。

《注意》

＊（１）リレー接点または小形トグルスイッチ

　（２）④－⑪間の配線は短くして下さい。長い場合ＯＦＦにしない場合があります。

２．ＧＰシリーズ同型２台を使用してデュアル・トラッキングにする

マスター・スレーブコントロールによるシリーズ接続を応用して、ＧＰシリーズ全機種の中

から任意の出力容量のデュアル・トラッキング方式２出力電源ができます。

デュアル・トラッキング出力は全てマスター電源でコントロールされ、例えばプラス出力に

対してマイナス出力の±１０％の電圧可変はバランス抵抗Ｒ１の抵抗値をＲ２に対して、±

１０％変化させることにより行います。

この関係は次のようになります。

（－）側出力電圧　Ｅ２＝　　　　　　Ｅ１（Ｅ１：（＋）側出力電圧）
Ｒ２

Ｒ１
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ジャンパー線はそのまま　Ｎｏ．２　は端子板の①－②、⑥－⑦間のジャンパー線を外す。

《注意》

１．バランス抵抗Ｒ１，Ｒ２には、各々Ｅ１，Ｅ２の電圧がかかります。耐圧・容量にご注意

下さい。

２．Ｒ１，Ｒ２にはＥ１，Ｅ２が最大電圧時に１ｍＡ流れるように抵抗値を設定して下さい。

　　Ｒ１＝Ｅ１（ｍａｘ）÷１０－３（Ｒ２も同様）

３．図中の点線は前面端子の無い大容量電源の背面出力端子の接続を示します。

４．マイナス側（スレーブ電源）の定電流可変ツマミは時計方向いっぱいにします。

　　（定電圧ツマミでの可変は不可）

＊　Ｃ：１～３μＦ（外付リップル圧縮用コンデンサー）

　　耐圧は電源の最大出力電圧以上で余裕のあるもの



３．バッテリーの充・放電について

ａ．バッテリーの自動充電

ＧＰ電源はＣＶ／ＣＣ自動切換機能により、バッテリーに充電する場合、充電電流および最

終端子電圧を前もってセット出来るため、自動充電が出来ます。

まずバッテリーを接続する前に定電圧ツマミで出力電圧（バッテリーの端子電圧）をセット

します。次に電源出力をショートまたはプリセットして定電流ツマミで充電電流をセットし

ます。これでセット完了です。

バッテリーを接続して、電源をＯＮにしますと充電開始となり、最終端子電圧になる直前ま

で充電電流は一定に保たれ、設定の端子電圧になると定電圧動作に自動的に切替わり充電終

了となります。無停電電源等のチャージャーとして、フローティング動作させる場合も同様

です。

ｂ．バッテリーの定電流放電

次図に示す様にＧＰ電源を使用して

ここではバッテリ端子電圧１２Ｖ

ります。
《注意》

１．電源出力の極性とバッテリーの極性を必ず合わせ

て下さい。

２．２０Ｖ以上のバッテリーをつないだまま定電圧設

定ツマミを０もしくは０付近にしますと電源が破

損するおそれがあります。このような場合はダイ

オードＤ１を順方向にいれてください。
－38－

簡単なバッテリーの放電ができます。

、放電電流４Ａとして、ドロッパー抵抗Ｒ１を設定してあ

《注意》

１．ドロッパー抵抗は必ずバッテリーにシリーズに入れ

て下さい。

２．ドロッパー抵抗Ｒ１≧Ｅ／Ｉとなります。

３．定電圧設定ツマミは時計方向いっぱいにして定電流

ツマミで放電電流をセットして下さい。
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４．デジタルコントロール

　ＧＰ電源はＧＰ－ＩＢプログラマー、ＲＳ－２３２Ｃプログラマを利用して、ＧＰ－ＩＢ

またはＲＳ－２３２Ｃによるデジタルコントロールが可能です。

ＧＰ－ＩＢシステム例

ＲＳ－２３２Ｃシステム例
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§９．ブロックダイヤグラムと動作原理

２．ＰＭ，Ｐ形に適用

１．ＧＰ０２５－５，ＧＰ０５０－２のみ適用
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３．出力電圧１６０ＶＤＣ以下の形状Ｖ、Ｎ，Ｇ，Ｋ，ＫＬ，Ｈ，Ｊに適用

（入力電源の相数については§１２．仕様・規格をご参照ください。）

出力電圧　　Ｅｏ＝　　　　　　Ｅｓ

出力電流　　Ｉｏ＝　　　　　　　　　　　　　　・

Ｒｖ２
Ｒｖ１

Ｒｃ２
Ｒｃ１＋Ｒｃ２

Ｅ’ｓ

Ｒｓ

ジャンパー線

◎背面出力端子

○背面コントロール端子

注---はＲ仕様に適用

Ｒｖ２
Ｒｖ１



４．出力電圧２５０ＶＤＣ以上の形状Ｖ、Ｎ、Ｇ、Ｋ、ＫＬ、ＫＤ、Ｈ、Ｊに適用。

（入力電源の相数については§１２．仕様・規格をご参照ください。）

《

承

５．定電圧、定電流原理図
－42－

注意》製品の一部（形状ＰＭの製品）は上記の原理図に該当しない製品もありますので、ご了

願います。
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§１０．アダプター及びアクセサリー

・アダプター

名称 形式 内容

スイープアダプター AP-4KS 電源の出力電圧（電流）をスイープ状にコントロール

するアダプターです。方形波、鋸歯状波、三角波等の

出力を電源より取り出すことが出来ます。

GP-IBプログラマー AP-1210S
AP-1228T
AP-1628T
AP-1230T

当社標準電源ＧＰ－ＩＢ信号でコントロールするため

のプログラマーです。

ファンアダプター GM-F 形状ＰＭ、Ｐの標準電源に簡単に取り付けることがで

きる、冷却用ファンアダプタです。
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・アクセサリー

名称 形式 内容

RH-P 形状ＰＭ、Ｐの標準電源を２台ラックマウントできま

す。またアダプターＡＰ－４ＫＳも装着できます。

RH-V 形状Ｖの標準電源を１台ラックマウントできます。

ラックマウント

ホルダー

PU-f AP-1210S,AP-1228T,AP-1628T,AP-1230T をラックマ
ウントするための物です。

ラックマウント

取付金具

MI-N,MI-G
MI-K
MI-KL

下記形状の標準電源をラックマウントできます。

形状ＮはＭＩ－Ｎ　を使用。

形状ＧはＭＩ－Ｇ　を使用

形状ＫはＭＩ－Ｋ　を使用

形状ＫＬはＭＩ－ＫＬを使用

RB-P 形状ＰＭ、Ｐの電源１台をラックマウントした場合の

空きスペースを埋められます。

RB-50,
RB-100

標準移動架の空きスペースを埋められます。

ＲＢ－５０は１枚幅（５０ｍｍ）

ＲＢ－１００は２枚幅（１００ｍｍ）です。

ブランクパネル

RB-11
RB-12

ＰＵ－ｆ用ブランクパネル

移動架 B-32
4P-20
4P-33

ＪＩＳ規格に準じたサイズ、形状です。

パネル止め穴間隔４６５ｍｍ、５０ｍｍでＲＨ－Ｐ及

びＶをそのまま実装出来ます。４Ｐ－２０及び４Ｐ－

３３は４柱架となり、オプションでダスト・カバーが

あります。

コンセントパネル AC-P1 架に装着した電源のＡＣコンセントパネルです。

（コンセント６個付）



－45－

・ラックマウンティング
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§１１．異常状態とその対策

本機は永年にわたり安定化電源を生産してきた弊社の豊富な技術と経験に基づき開発、設計、製

造された製品であります。

なかでも、信頼性と使いやすさの面では特に注意を払っておりますが、取扱いの点で適切で無か

ったり、部品の劣化などにより異常状態となる場合もあります。

そのような際は本表をご参照のうえ適切な対策をお願い致します。本表の中で太枠線内の対策は

ご使用者にて簡単に出来る対策となっています。

それ以外の対策及び部品では、弊社のアフターサービス員が対策することを原則としております。

なお、一部の機種によっては、回路が異なっているため、本表に該当しない製品もありますがご

了承願います。

不明な点は弊社アフターサービス係までお問い合わせください。

なお、お問い合わせ、及び修理のご依頼にあたっては、１．機種名　２．製造番号　３．故障・

症状の内容を是非お知らせ下さい。

異常状態 症状の分類 原因 対策

（Ｒ仕様タイプの

場合）

過電圧保護の設定電圧値

が低くなっている

使用電圧に応じ正しく設定するブレーカー

がすぐ断に

なるヒュー

ズが溶断す

る

内部部品のショート 部品交換

入力の接続不良、または

入力コードの断線

正しく接続するか、コードを交換

する

入力ヒューズの溶断 ヒューズを交換する

内部ヒューズの溶断 ヒューズを交換する

ランプが点灯しな

い

入力スイッチの不良 スイッチを交換する

出力(DC)ヒューズの溶断 ヒューズを交換する

ジャンパー線①-②か③-
④または⑫-⑬がはずれて
いる

ジャンパー線を正しく接続する

ＡＣ入力電圧が低い 正規の入力電圧にする

出力電圧が

でない

ＣＶ，ＣＣランプ

のいずれか、また

は同時に両方が点

灯している。

内部の回路部品の破損 部品の交換

出力端子＋、－間のショ

ート

負荷ラインを外してみる。原因が

負荷か本機かを確認する

定電流回路は動作

し、電流は流れて

いる 出力端のダイオードの破

損（バッテリーなどの他

の電源と逆接続するとお

きる

ダイオードの交換



－47－

異常状態 症状の分類 原因 対策

出力電圧を

上げると途

中でブレー

カが断にな

る

過電圧保護回路が動作し

ている

過電圧保護回路の動作点を使用電

圧に応じ正しく設定する

ジャンパー線⑥－⑦が外

れている

ジャンパー線を正しく接続する

GP025-5,GP050-2の場合
、出力電圧可変用可変抵

抗器の断線

可変抵抗器の交換、またはリモー

トコントロール端子の⑥－⑧間に

可変抵抗器をいれリモートコント

ロールする

抵抗によるリモートコントロール

（１）を参照

定電圧回路が動作

しない

負荷を接続すると

定電流回路は動作

する

内部の定電圧回路部品の

不良

回路部品の点検、及び交換

無負荷で電

圧がふりき

れる

定電圧、定電流回

路とも動作しない

内部直列制御回路部品の

不良

回路部品の点検、及び交換

出力電圧可変用可変抵抗

器の不良

可変抵抗器の交換出力電圧が

安定しない

無負荷でもふらつ

く

内部の定電圧回路部品の

不良

回路部品の交換

定電圧設定値を下

げて電流も下げる

と良くなる

過負荷または定電流設定

値が低すぎる

負荷電流を下げる、または定電流

設定値を高くする

抵抗負荷では変動

が少ない

逆電流が流れるか、パル

ス状の過負荷がかかる

「§７．安定度を損なう特殊な負

荷があります」本文を参照

軽負荷では安定。

ある一定の負荷電

流以上で急に変動

が大きくなる

入力電圧が規定電圧以

下、または入力周波数が

高すぎる

入力電圧を規定電圧にする。また

は入力周波数を４８～６２Ｈｚの

範囲内にする

出力電圧の

負荷変動が

大きい

本機の出力電圧計

では一定、負荷端

で変動が大きい

本機から負荷端までの電

圧降下が大きい

リード線の抵抗を下げるように太

く、短くする

または（本文）§６－３を参照

出力電圧が

低くならな

い

出力電圧の高い時

は正常だが定電圧

設定値を下げても

一定の電圧以下に

ならない

内部制御用直列トランジ

スタの劣化

トランジスタ交換
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異常状態 症状の分類 原因 対策

定電流回路の可変抵抗器

の不良

可変抵抗器の交換、または④－⑪

間に可変抵抗器を入れリモートコ

ントロールする

定電流に切

り替えがで

きない

定電流回路が動作

しない

但し、定電圧回路

は動作する 内部の定電流回路部品の

不良

内部部品の交換

定電圧の状態にな

ってしまう

定電圧設定値が低すぎる 定電圧設定値を高くする定電流変動

が大きい（負

荷変動） 負荷電流が大きい

とき悪くなる

入力電圧が規定電圧以

下、または入力周波数が

高すぎる

入力電圧を規定電圧にする。また

入力周波数を４８～６２Ｈｚの範

囲内にする

出力電流可変用抵抗器の

不良

可変抵抗器の交換定電流が安

定しない

定電流の設定不能

または大きくふら

つく 内部の定電流回路部品の

不良

回路部品の交換

定電圧または定電

流の変動が大きい

入力周波数が高い 入力周波数を４８～６２Ｈｚの範

囲内にする

定電圧で変動が大

きい

内部定電圧回路部品の不

良

回路部品の交換

入力変動が

大きい

定電流で変動が大

きい

内部定電流回路部品の不

良

回路部品の交換

軽負荷では良いが

電圧または電流を

大きくすると急に

リップルが増加

入力電圧が規定電圧以下

または入力周波数が高す

ぎる

入力電圧を規定電圧にする。また

は入力周波数を４８～６２Ｈｚの

範囲内にする

定電圧でリップル

が増加

定電圧回路部品の不良ま

たは発振

再調整または回路部品交換

出力リップ

ルが大きい

（定電圧ま

たは定電流

で）

定電流でリップル

が増加

定電流回路部品の不良ま

たは発振

再調整または回路部品交換

出力リップ

ルが大きい

（リモート

コントロー

ルの場合だ

け）

定電圧の場合 外部抵抗または外部電源

に接続するリード線に誘

導電圧が重畳する

リモートコントロール用の線はシ

ールド線を用いて誘導が入らない

ようにする。

ジャンパー線③－④を外してある

場合はこの間に数μＦのコンデン

サを入れる
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異常状態 症状の分類 原因 対策

定電流の場合 外部抵抗または外部電源

に接続する導線に誘導電

圧が重畳する

リモートコントロール用の線は、

シールド線を用いて誘導が入らな

いようにする。ジャンパー線⑩－

⑪を外してある場合はこの間に数

μＦのコンデンサーを入れる

出力リップ

ルが大きい

（リモート

コントロー

ルの場合だ

け） 本文§６－７の方

法で定電流のリモ

ートコントロール

をすると発振

負荷またはリード線の位

相推移による発振

負荷端に大容量のコンデンサーを

つける。同時に出力端子裏側の端

子に並列に入っているコンデンサ

ーを除くと発振が無くなるときが

ある

リモートセ

ンシングし

た場合の異

常

発振をおこす リード線での位相推移に

よる発振

リード線を二本よりにするか、ペ

ア線を用いて出来る限り短くす

る。出力端子裏側に付いているコ

ンデンサーを外し負荷端につける

並列接続のリード線の電

圧降下が大きい

並列接続の線材を、太く短くするパラレル接

続で本文§

６ － １ ０

（ｂ）の方

法を取った

場合、両方

の電流がバ

ランスしな

い

各機種の電流値が

アンバランスにな

っている

内部の電流検出抵抗が低

いため±１０％の偏差が

ある

電流の少ない方の電源の⑨－④端

子間に｛（検出抵抗×出力最大電

流）｝／△ＩΩの補正抵抗を入れ

る（△Ｉは電流の差）。補正抵抗

の容量は、本体に入っている検出

抵抗の誤差が１０％の時は１／１

０、１％のときは１／１００…・

の容量となる。

検出抵抗には最大１Ｖの電圧がか

かる

検出抵抗＝

１Ｖ

出力最大電流
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§１２．仕様・規格

共通仕様

・絶縁抵抗：２０ＭΩ以上（入力－出力、入力－シャーシ、出力－シャーシ各間をＤＣ５００Ｖ

またはＤＣ１０００Ｖメガーにて）

・出力極性：（＋）、（－）任意接地可能

・添付品　：取扱説明書　１部

ｽﾀﾝﾀ゙ ﾄー゙ GP025-5 GP050-2 GP08-20        形名
仕様 Rﾊ゙ ｼー゙ ｮﾝ GP08-30R
出力電圧範囲(VDC) 0～8
出力電流範囲(ADC)

0-10,0-25
２段切換

0-5,0-2.5

0-25,0-50
２段切換

0-2,0-1 0～20 0～30

安定度 0.005%+3mV以下（入力又は負荷の全変動に対して）定電圧

ﾘｯﾌ゚ ﾙ(r.m.s) 0.5mV以下 1mV以下
安定度 最大出力電流値の０．０５％＋１０ｍＡ以下定電流

ﾘｯﾌ゚ ﾙ(r.m.s) （最大出力電流値＋１０）／Ｚ　ｍＡ（Ｚは５０Ｈｚにおける負荷インピーダンス）以下
電圧・相数 １００Ｖ　１Φ入力電源

VAC±10%
50/60Hz

最大入力電力

（約ＶＡ）

１６０ １４０ ８００ １．２ｋ

動作環境 温度０～４０℃、湿度１０％～９０％（凍結、結露、腐食性ガスのないこと）

保護装置 オートマチックＶＣリミッター（Ｒバージョンは他に過電圧保護／過温度検出装置内蔵）

設定ツマミ回転数 電圧

電流

10
1

10
1

10
1

10
10

寸法本体　　　　（Ｗ）

（最大値）　　　（Ｈ）mm
　　　　　　　　（Ｄ）

210
130(151)
310(340)

210
130(151)
310(340)

210
130(152)
360(393)

425(435)
147(165)
430

重量（約）ｋｇ 8 7 14 22
形状 PM PM P NM
ラックマウントアクセサリ RH-P RH-P RH-P MI-N

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※　　　　※
ｽﾀﾝﾀ゙ ﾄー゙ GP016-10        形名

仕様 Rﾊ゙ ｼー゙ ｮﾝ GP016-30R GP016-100R GP016-200R
出力電圧範囲(VDC) ０～１６

出力電流範囲(ADC) 0～10 0～30 0～100 0～200

安定度 0.005%+3mV以下（入力又は負荷の全変動に対して）定電圧

ﾘｯﾌ゚ ﾙ(r.m.s) 1mV以下
安定度 最大出力電流値の０．０５％＋１０ｍＡ以下定電流

ﾘｯﾌ゚ ﾙ(r.m.s) （最大出力電流値＋１０）／Ｚ　ｍＡ（Ｚは５０Ｈｚにおける負荷インピーダンス）以下
電圧・相数 100V　１Φ 200V　１Φ入力電源

VAC±10%
50/60Hz

最大入力電力

（約ＶＡ）

８００ ２ｋ ３．７ｋ ７ｋ

動作環境 温度０～４０℃、湿度１０％～９０％（凍結、結露、腐食性ガスのないこと）

保護装置 オートマチックＶＣリミッター（Ｒバージョンは他に過電圧保護／過温度検出装置内蔵）

設定ツマミ回転数 電圧

電流

10
1

10
10

10
10

10
10

寸法本体　　　　（Ｗ）

（最大値）　　　（Ｈ）mm
　　　　　　　　（Ｄ）

210
130(152)
360(393)

425(435)
147(165)
430

430(435)
449(500)
493(523)

500
600(673)
600(630)

重量（約）ｋｇ 13 25 83 200
形状 P NM K H
ラックマウントアクセサリ RH-P MI-N MI-K -
注．上記規格値の全ては背面出力端子を使用して測定した値です。

※は受注生産です。
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ｽﾀﾝﾀ゙ ﾄー゙ GP035-5 GP035-10        形名
仕様 Rﾊ゙ ｼー゙ ｮﾝ GP035-15R GP035-20R GP035-30R GP035-50R
出力電圧範囲(VDC) 0～35
出力電流範囲(ADC) 0～5 0～10 0～15 0～20 0～30 0～50

安定度 0.005%+3mV以下（入力又は負荷の全変動に対して）定電圧

ﾘｯﾌ゚ ﾙ(r.m.s) 1mV以下
安定度 最大出力電流値の０．０５％＋１０ｍＡ以下定電流

ﾘｯﾌ゚ ﾙ(r.m.s) （最大出力電流値＋１０）／Ｚ　ｍＡ（Ｚは５０Ｈｚにおける負荷インピーダンス）以下
電圧・相数 100V　１Φ 200V　１Φ入力電源

VAC±10%
50/60Hz

最大入力電力

（約ＶＡ）

５１０ １．２ｋ １．６ｋ ２．１ｋ ３．５ｋ ４．５ｋ

動作環境 温度０～４０℃、湿度１０％～９０％（凍結、結露、腐食性ガスのないこと）

保護装置 オートマチックＶＣリミッター（Ｒバージョンは他に過電圧保護／過温度検出装置内蔵）

設定ツマミ回転数 電圧

電流

10
1

10
1

10
10

10
10

10
10

10
10

寸法本体　　　　（Ｗ）

（最大値）　　　（Ｈ）mm
　　　　　　　　（Ｄ）

210
130(151)
310(340)

210
130(152)
360(393)

400
130(149)
300(365)

400
130(149)
300(365)

425(435)
147(165)
480

425
249(271)
400(488)

重量（約）ｋｇ 10 14 20 22 35 50
形状 PM P V V N G
ラックマウントアクセサリ RH-P RH-P RH-V RH-V MI-N MI-G

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※　　　　※　　　　※
ｽﾀﾝﾀ゙ ﾄー゙ GP060-3 GP060-5        形名

仕様 Rﾊ゙ ｼー゙ ｮﾝ GP035-75R GP035-100R GP035-200R GP035-300R GP035-500R GP060-10R GP060-20R
出力電圧範囲(VDC) 0～35 0～60
出力電流範囲(ADC) 0～75 0～100 0～200 0～300 0～500 0～3 0～5 0～10 0～20

安定度 0.005%+3mV以下（入力又は負荷の全変動に対して）定電圧

ﾘｯﾌ゚ ﾙ(r.m.s) 1mV以下
安定度 最大出力電流値の０．０５％＋１０ｍＡ以下定電流

ﾘｯﾌ゚ ﾙ(r.m.s) （最大出力電流値＋１０）／Ｚ　ｍＡ（Ｚは５０Ｈｚにおける負荷インピーダンス）以下
電圧・相数 200V　１Φ 200V　３Φ 100V　１Φ入力電源

VAC±10%
50/60Hz

最大入力電力

（約ＶＡ）

５ｋ ６．５ｋ １３ｋ １８ｋ ３０ｋ ６００ ９００ １．７ｋ ３．７ｋ

動作環境 温度０～４０℃、湿度１０％～９０％（凍結、結露、腐食性ガスのないこと）

保護装置 オートマチックＶＣリミッター（Ｒバージョンは他に過電圧保護／過温度検出装置内蔵）

設定ツマミ回転数 電圧

電流

10
10

10
10

10
10

10
10

10
10

10
1

10
1

10
10

10
10

寸法本体　　　　（Ｗ）

（最大値）　　　（Ｈ）mm
　　　　　　　　（Ｄ）

430
449(500)
493(523)

430
549(613)
493(523)

500
700(790)
600(630)

550
750(850)
700(730)

650
1,200(1,301)
1,000(1,030)

210
130(151)
310(340)

210
130(151)
310(340)

400
130(149)
300(365)

425(435)
147(165)
480

重量（約）ｋｇ 94 130 230 300 550 10 11 20 31
形状 K KL H J J PM PM V N
ラックマウントアクセサリ MI-K MI-KL RH-P RH-P RH-V MI-N
注．上記規格値の全ては背面出力端子を使用して測定した値です。

※は受注生産です。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※　　　　※　　　　　　　　　　　　　　※　　　　※
ｽﾀﾝﾀ゙ ﾄー゙        形名

仕様 Rﾊ゙ ｼー゙ ｮﾝ GP060-30R GP060-60R GP060-100R GP060-200R GP060-300R GP072-20R GP072-50R GP072-100R
出力電圧範囲(VDC) 0～60 0～72
出力電流範囲(ADC) 0～30 0～60 0～100 0～200 0～300 0～20 0～50 0～100

安定度 0.005%+3mV以下（入力又は負荷の全変動に対して）定電圧

ﾘｯﾌ゚ ﾙ(r.m.s) 1mV以下
安定度 最大出力電流値の０．０５％＋１０ｍＡ以下定電流

ﾘｯﾌ゚ ﾙ(r.m.s) （最大出力電流値＋１０）／Ｚ　ｍＡ（Ｚは５０Ｈｚにおける負荷インピーダンス）以下
電圧・相数 200V　１Φ 200V　３Φ 200V　１Φ 200V　３Φ入力電源

VAC±10%
50/60Hz

最大入力電力

（約ＶＡ）

５．７ｋ ６．５ｋ ９．５ｋ ２２ｋ ３３ｋ ３．７ｋ ６ｋ １１ｋ

動作環境 温度０～４０℃、湿度１０％～９０％（凍結、結露、腐食性ガスのないこと）

保護装置 オートマチックＶＣリミッター（Ｒバージョンは他に過電圧保護／過温度検出装置内蔵）

設定ツマミ回転数 電圧

電流

10
10

10
10

10
10

10
10

10
10

10
10

10
10

10
10

寸法本体　　　　（Ｗ）

（最大値）　　　（Ｈ）mm
　　　　　　　　（Ｄ）

425
249(271)
400(488)

430
449(500)
493(523)

430
549(613)
500(530)

550
800(885)
700(730)

650
850(949)
850(880)

425
249(271)
400(488)

430
449(500)
493(523)

500
600(685)
600(630)

重量（約）ｋｇ 50 110 145 262 450 50 110 168
形状 G K KL J J G K H
ラックマウントアクセサリ MI-G MI-K MI-KL MI-G MI-K

ｽﾀﾝﾀ゙ ﾄー゙ GP0110-1 GP0110-3        形名
仕様 Rﾊ゙ ｼー゙ ｮﾝ GP0110-5R GP0110-10R GP0110-20R GP110-30R GP0110-50R
出力電圧範囲(VDC) 0～110
出力電流範囲(ADC) 0～1 0～3 0～5 0～10 0～20 0～30 0～50

安定度 0.005%+3mV以下（入力又は負荷の全変動に対して）定電圧

ﾘｯﾌ゚ ﾙ(r.m.s) 1mV以下
安定度 最大出力電流値の０．０５％＋１０ｍＡ以下定電流

ﾘｯﾌ゚ ﾙ(r.m.s) （最大出力電流値＋１０）／Ｚ　ｍＡ（Ｚは５０Ｈｚにおける負荷インピーダンス）以下
電圧・相数 100V　１Φ 200V　１Φ 200V　３Φ入力電源

VAC±10%
50/60Hz

最大入力電力

（約ＶＡ）

４００ ９７０ １．７ｋ ３ｋ ７ｋ ５．８ｋ ８．７ｋ

動作環境 温度０～４０℃、湿度１０％～９０％（凍結、結露、腐食性ガスのないこと）

保護装置 オートマチックＶＣリミッター（Ｒバージョンは他に過電圧保護／過温度検出装置内蔵）

設定ツマミ回転数 電圧

電流

10
1

10
1

10
10

10
10

10
10

10
10

10
10

寸法本体　　　　（Ｗ）

（最大値）　　　（Ｈ）mm
　　　　　　　　（Ｄ）

210
130(151)
310(340)

210
130(151)
360(393)

400
130(149)
300(365)

425(435)
147(165)
480

425
249(271)
400(488)

430
449(500)
493(523)

430
549(613)
550(580)

重量（約）ｋｇ 8.5 14 20 31 52.5 93 143
形状 PM P V N G K KL
ラックマウントアクセサリ RH-P RH-P RH-V MI-N MI-G MI-K MI-KL
注．上記規格値の全ては背面出力端子を使用して測定した値です。

※は受注生産です。
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　　　　　　　　　　　※　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※
ｽﾀﾝﾀ゙ ﾄー゙ GP0160-1 GP0250-1        形名

仕様 Rﾊ゙ ｼー゙ ｮﾝ GP0110-100R GP0160-20R GP0160-50R GP0250-3R
出力電圧範囲(VDC) 0～110 0～160 0～250
出力電流範囲(ADC) 0～100 0～1 0～20 0～50 0～1 0～3

安定度 0.005%+3mV以下（入力又は負荷の全変動に対して）定電圧

ﾘｯﾌ゚ ﾙ(r.m.s) 1mV以下 3mV以下
安定度 最大出力電流値の０．０５％＋１０ｍＡ以下定電流

ﾘｯﾌ゚ ﾙ(r.m.s) （最大出力電流値＋１０）／Ｚ　ｍＡ（Ｚは５０Ｈｚにおける負荷インピーダンス）以下
電圧・相数 200V　３Φ 100V　１Φ 200V　３Φ 100V　１Φ入力電源

VAC±10%
50/60Hz

最大入力電力

（約ＶＡ）

２０ｋ ５５０ ５．２ｋ １３ｋ ６５０ １．７ｋ

動作環境 温度０～４０℃、湿度１０％～９０％（凍結、結露、腐食性ガスのないこと）

保護装置 オートマチックＶＣリミッター（Ｒバージョンは他に過電圧保護／過温度検出装置内蔵）

設定ツマミ回転数 電圧

電流

10
10

10
1

10
10

10
10

10
1

10
10

寸法本体　　　　（Ｗ）

（最大値）　　　（Ｈ）mm
　　　　　　　　（Ｄ）

550
800(885)
700(730)

210
130(151)
310(340)

430
549(613)
493(523)

500
650(740)
600(630)

210
130(152)
360(393)

425(435)
147(165)
480

重量（約）ｋｇ 260 8.5 105 230 15 28
形状 J PM KL H P N
ラックマウントアクセサリ RH-P MI-KL RH-P MI-N

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※
ｽﾀﾝﾀ゙ ﾄー゙ GP0350-05        形名

仕様 Rﾊ゙ ｼー゙ ｮﾝ GP0250-5R GP0250-10R GP0250-20R GP0250-30R GP0350-2R GP0350-5R GP0350-10R
出力電圧範囲(VDC) 0～250 0～350
出力電流範囲(ADC) 0～5 0～10 0～20 0～30 0～0.5 0～2 0～5 0～10

安定度 0.005%+3mV以下（入力又は負荷の全変動に対して）定電圧

ﾘｯﾌ゚ ﾙ(r.m.s) 3mV以下
安定度 最大出力電流値の０．０５％＋１０ｍＡ以下定電流

ﾘｯﾌ゚ ﾙ(r.m.s) （最大出力電流値＋１０）／Ｚ　ｍＡ（Ｚは５０Ｈｚにおける負荷インピーダンス）以下
電圧・相数 200V　１Φ 200V　３Φ 100V　１Φ 200V　１Φ 200V　３Φ入力電源

VAC±10%
50/60Hz

最大入力電力

（約ＶＡ）

３ｋ ６．２ｋ ７．５ｋ １０ｋ ５００ ２．２ｋ ４．５ｋ ５．２ｋ

動作環境 温度０～４０℃、湿度１０％～９０％（凍結、結露、腐食性ガスのないこと）

保護装置 オートマチックＶＣリミッター（Ｒバージョンは他に過電圧保護／過温度検出装置内蔵）

設定ツマミ回転数 電圧

電流

10
10

10
10

10
10

10
10

10
1

10
10

10
10

10
10

寸法本体　　　　（Ｗ）

（最大値）　　　（Ｈ）mm
　　　　　　　　（Ｄ）

425
249(271)
400(488)

430
449(500)
493(523)

430
549(613)
493(523)

500
650(740)
600(630)

210
130(151)
360(393)

425
249(271)
400(488)

430
449(500)
493(523)

430
449(500)
493(523)

重量（約）ｋｇ 50 78 135 197 11 45 70 100
形状 G K KL H P G K K
ラックマウントアクセサリ MI-G MI-K MI-KL RH-P MI-G MI-K MI-K
注．上記規格値の全ては背面出力端子を使用して測定した値です。

※は受注生産です。



－54－

　　　　　　　　　　　　　　※　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※　　　　※
ｽﾀﾝﾀ゙ ﾄー゙        形名

仕様 Rﾊ゙ ｼー゙ ｮﾝ GP0350-20R GP0350-30R GP0500-1R GP0500-3R GP0500-5R GP0500-10R GP0500-20R GP0500-30R GP0650-05R
出力電圧範囲(VDC) 0～350 0～500 0～650
出力電流範囲(ADC) 0～20 0～30 0～1 0～3 0～5 0～10 0～20 0～30 0～0.5

安定度 0.005%+3mV以下（入力又は負荷の全変動に対して）定電圧

ﾘｯﾌ゚ ﾙ(r.m.s) 3mV以下
安定度 最大出力電流値の０．０５％＋１０ｍＡ以下定電流

ﾘｯﾌ゚ ﾙ(r.m.s) （最大出力電流値＋１０）／Ｚ　ｍＡ（Ｚは５０Ｈｚにおける負荷インピーダンス）以下
電圧・相数 200V　３Φ 100V　１Φ 200V　１Φ 200V　３Φ 100V　１Φ入力電源

VAC±10%
50/60Hz

最大入力電力

（約ＶＡ）

１０ｋ １５ｋ １．３ｋ ４．２ｋ ５．２ｋ ７．３ｋ １５ｋ ２２ｋ ８５０

動作環境 温度０～４０℃、湿度１０％～９０％（凍結、結露、腐食性ガスのないこと）

保護装置 オートマチックＶＣリミッター（Ｒバージョンは他に過電圧保護／過温度検出装置内蔵）

設定ツマミ回転数 電圧

電流

10
10

10
10

10
10

10
10

10
10

10
10

10
10

10
10

10
10

寸法本体　　　　（Ｗ）

（最大値）　　　（Ｈ）mm
　　　　　　　　（Ｄ）

430
549(613)
493(523)

500
650(740)
600(630)

425(435)
147(165)
480

425
249(271)
400(488)

430
449(500)
493(523)

430
549(613)
493(523)

500
650(740)
600(630)

550
800(885)
800(830)

400
130(149)
300(365)

重量（約）ｋｇ 154 300 25.5 50 75 125 210 320 20
形状 KL H N G K KL H J V
ラックマウントアクセサリ MI   KL MI-N MI-G MI-K MI-KL RH-V

　　　　　　　　　　　　　　　　　　※　　　　※
ｽﾀﾝﾀ゙ ﾄー゙        形名

仕様 Rﾊ゙ ｼー゙ ｮﾝ GP0650-2R GP0650-5R GP0650-10R
出力電圧範囲(VDC) 0～650
出力電流範囲(ADC) 0～2 0～5 0～10

安定度 0.005%+3mV以下（入力又は負荷の全変動に対して）定電圧

ﾘｯﾌ゚ ﾙ(r.m.s) 3mV以下
安定度 最大出力電流値の０．０５％＋１０ｍＡ以下定電流

ﾘｯﾌ゚ ﾙ(r.m.s) （最大出力電流値＋１０）／Ｚ　ｍＡ（Ｚは５０Ｈｚにおける負荷インピーダンス）以下
電圧・相数 200V　１Φ 200V　３Φ入力電源

VAC±10%
50/60Hz

最大入力電力

（約ＶＡ）

３．５ｋ ５．８ｋ １１ｋ

動作環境 温度０～４０℃、湿度１０％～９０％（凍結、結露、腐食性ガスのないこと）

保護装置 オートマチックＶＣリミッター（Ｒバージョンは他に過電圧保護／過温度検出装置内蔵）

設定ツマミ回転数 電圧

電流

10
10

10
10

10
10

寸法本体　　　　（Ｗ）

（最大値）　　　（Ｈ）mm
　　　　　　　　（Ｄ）

425
249(271)
400(488)

430
550(614)
550(580)

490
650(740)
600(630)

重量（約）ｋｇ 47 120 180
形状 G KL H
ラックマウントアクセサリ MI-G
注．上記規格値の全ては背面出力端子を使用して測定した値です。

※は受注生産です。
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